
株主・投資家のみなさまへ

　株主・投資家のみなさまにおかれましては、ますますご清栄
のこととお喜び申しあげます。第 52 期（平成 21 年 12 月期）
の業績をはじめ、当社グループの方針や戦略をご報告させてい
ただきます。

第 52 期の経営概況と業績
　当期における清涼飲料業界は、景気悪化に伴う消費者の節約
志向の強まりや夏場の天候不順の影響により市場成長はマイナ
スとなるとともに、低価格化がさらに進行するなど、清涼飲料
各社を取り巻く経営環境は一段と厳しさを増しております。
　このような厳しい経営環境の中、当社は、さらなる経営基盤
の強化を目的とし、平成 21 年１月１日付で、営業機能を担う
子会社であったコカ・コーラウエストジャパン株式会社、近畿
コカ・コーラボトリング株式会社および三笠コカ・コーラボト
リング株式会社と合併し、新会社「コカ・コーラウエスト株式
会社」としてスタートいたしました。
　まず、営業面につきましては、お客さま起点で一貫性・統一
性のある営業戦略の展開を図るべく、従来の販売地域毎の営業
体制からチャネル毎の営業体制に変革するとともに、お客さま
の購買行動に基づく効果的なマーケティング手法を導入いたし
ました。また、ベンディング事業における市場シェアおよび利
益の拡大を目的とし、ベンディングオペレーターの買収や業務
提携を積極的に進めました。さらに、営業・販売機能の強化や
間接コストの削減を推進すべく、当社グループにおいてエリア
別に販売および物流を担当していた西日本ビバレッジ株式会
社、コカ・コーラウエストジャパンセールス株式会社および関
西ビバレッジサービス株式会社の３社を機能別に再編するため
の準備を進めました。機能別新会社「ウエストベンディング株
式会社」、「西日本ビバレッジ株式会社」および「コカ・コーラ
ウエストリテールサービス株式会社」の３社は、平成 22 年１月
１日付でスタートしております。
　また、従来、全国コカ・コーラボトラーと日本コカ・コーラ
株式会社の共同出資により設立したコカ・コーラナショナルビ
バレッジ株式会社が担当していた製造・物流業務のうち西日本
地域における業務を平成 21 年１月より当社に移管しました。
新しいサプライチェーンマネジメント体制の確立ならびに営業
と連携したきめ細かい運用により、製造・物流コストの削減を
図りました。
　さらに、厳しい経営環境の中、業務の効率化と要員体制の見
直しにより生産性向上を図るとともに、「１円でも安いコスト
で会社を運営する活動」をグループを挙げて推進するなど、間
接コストの削減に努めました。
　CSR（社会的責任）推進活動におきましては、従来から実施

している「社会福祉支援」、「スポーツ活動支援」などの地域社
会貢献活動を継続的に実施するとともに、地域支援や災害対策
を目的とした自動販売機を積極的に展開してまいりました。ま
た、「コカ・コーラウエスト株式会社」として改めて ISO 
14001 の認証を取得するとともに、新たに地球温暖化対策と
して当社グループ全体の「温室効果ガス削減計画」を策定する
など、従来に増して環境を意識した活動を展開しております。
　財務面におきましては、今後の機動的な投資戦略に対応する
ために、500 億円の無担保普通社債を発行いたしました。
　以上の取り組みを実施してまいりましたが、当社の想定以
上の経営環境の激変により、当期における当社グループの売
上高は 3,696 億９千８百万円（前期比 6.5％減）、営業利益は
22 億４千２百万円（同比 78.7％減）、経常利益は 20 億８千
５百万円（同比 81.1％減）となりました。なお、当期純損益は、
売却などの処分が方向づけられた資産の減損ならびに人事制
度・労働条件の早期整備に伴う損失の計上もあり、前期に比
べ 77 億２千４百万円減少し、75 億９千４百万円の当期純損
失となりました。

配当金について
　平成 21 年 12 月期の期末配当金につきましては、安定的に配
当を行うことを最優先としていますが、通期の業績および今後
の経営環境等を総合的に勘案し、誠に遺憾ではございますが、
期末配当金を１株当たり前期比１円減配の 21 円とし、中間配
当金を含めた年間配当金は、１株当たり 42 円とさせていただ
きました。

＊
　株主・投資家のみなさまにおかれましては、今後ともより一層
のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

代表取締役社長
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